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「経済表」と産業連関モデル

ー←ー拡大再生産表式にかんする大ムチノフの論文に対するノート一一

菱 山 泉

I モチーフと主題

わたくしのように，ソピエトの経済ならびに経済学について全くの素人が，

現代のソピエトにおける著名な一学者の分析にかかわらせて議論をするという

ことについて，まず最初に，弁明というか，あるいはむしろ，この論稿を草す

るに至ったモチーフとでもいうべきものをば書きしるしておきたい。わたくし

がケネーの経済表についてー論')を発表して，しばらくたった後，学部の同僚

の一人から，わたくしの論文がソビエトのネムチノフ氏の論文のなかで引用さ

れ議論されているということを教えられた。わたくしは，あの論文には自分な

りに随分力を入れたものだったから，早速，興味をもってネムチノフ氏の論文

を読んだものである。それを手にとってみて，ネムチノフによって引用されて

いるのはわたくしの論文だけであれわたくしの所説以外にはアカデミジァ γ

のストゥノレミリ γ氏のそれが文中で引証されていることも，すぐにわかった。

ついでにいえば，このようないきさつから，わたくしはのちにストゥノレ之リ y

の論文をも読むことになった。ネムチノフ (RHe:h{'fJlHOll) といえば， ソピニL ト

における農業経済ならびピ農業統計の専門家で，現孟，ソピエト科学アカデミ

ーの幹部会員でもあり， 1947年以降，アカデミ一政治経済学講座の主任教授の

席をも占めているときいている。 1894年牛まれ左あ呂から，ソピエト社会にお

けるアカデミーの高い権威から推して，ソピェト経済学会の文字どおりの老大

1) 菱山県j ケネーの『僻ー辞表』ー←その分析再構成応用 「京都大学趨揖学部創立四十周年記
念 経済学論集J昭和34年5月 169ベージ。この論文は英文でも公刊された。1.Hishiyama. 
•. The Tableau Ecariomique of Quesnay-Its Analysis， Reconst.Tllction，. and AppH 
cation ". Kyoto U.町ver5ityEconomiG Review， Vol. 30， No. 1. April 1960， p. 1 本稿にお
ける苦|用はj すへて邦語論士からにする。
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家といえるであろう。問題の論文は，アカデミーの経済部門の機関誌「経済学

の諸珂題J1962年第2号に掲載された「再生産表式の若干の数量的依存Jのこ

とであるヘネムチノフの論文は，想像どおり，現代のソピェトの計画経済に

具体的に適用可能なモデノレの基礎視角壱っくり上げるために，マルクスの拡大

再生産表式を拡充展開するという，すぐれてソぜエトの現実を指向した問題意

識の産物である。

わたくしの論文の最後のところで，今日からみれば大そう気負いこんだ句調

でおもはゆいけれども， iいまから，ちょうど 200年前に発想された経済表は，

その中にひめられた素朴で大胆な着想を純粋に受容するだけの素質をもち，そ

れを厳密な形で展開して今日の経済への適用を考えうるひとびとにとって，依

然として 1~の教訓|をあたえている J (拙稿， 219ベージ)と結んだように，

わたくしは，その当時，経済表の，またわたくしの分析の，現実的な意義を少

しも疑わなかった(そして論文の一項をさいて現実に対する適用への一つの試みを付

加しさえした〕ほどである。だから，わたくしの把握した経済表の着想がわれわ

れの立っている資本主義経済においてではなしこれとは全く違った構造壱も

つソビエトの計画経済のなかで，その基礎理論の形成のうえに，ある意味で生

かされているのをみて，大へん意外でもあったいまたその反面，つよい関心

をもった。

わたくしは，そのときからネムチノフの分析にかかわらせて，わたくしの経

済哀に関する考え方をばもういちど反省してみようと深く心に期した。あれか

ら，いつ(/)まにか数年たってしまったが，以上に述ベたものが，このたび機会

を得てとの論稿を草するに至ったモチーフである。

わたくしのソピエト経済ならびに経済学にかんする全く貧弱な知識からして，

これから述べることがらは，専門家の目からみれば，いささかピゾトがはずれ

2) B. HeM古賀HOJl， "HeRoTopbIe Ko耳目田凹enS::OIe3aBHCHMOCTlI Cx.制I.IBocnpOII3BO;n;CTBa'ヘ
BOnpOCl>I 8-KOHOM回 ll，1leBpanl> (2) 1962. CTp. 100，右津英雄訳』 再生産圭式の若干の数量的
依存， r呑川犬学経済論叢J35巻4号，晴和37年10月， 87ベ ジ。以下，引用はすべて石津氏の
訳によるロ
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ていると思われるかもしれない。けれども，わたくしのみると乙ろでは，ネム

チノフの分析のなかには，逸することのできない二つの論点がある占うに思わ

れる。その→つは，不ムチノフの言葉を借りると r社会的最終生産物の最適
部門構造」または「基本的な最適国民経済的比率」の問題である o わたくし自

身の言葉でいし、かえれば「オプティマムな産業構造」の問題である。いま一つ

は，ネムチノフのモデル， したがってまた経済表のモデノレとマノレグスの拡大再

生産モデルとの関連の問題であるのかくて，この三つのものがこの論文の第E

節ならびに第百節のそれぞれの主題を形成することになる。これに先立つ第E

節では，わたくしの「経済表の基本方程式」とネムチノフの「物的生産モデルJ

を成り立たしめる基本方程式との関係をばやや立ち入って論証することにする。

この論証のネライは， ネムチノフのモデノレのなかに経済表の原理または着想

〈とわた〈しが考えるもの)がし、かに生かされているかという点を明示すること，

にある。

E ケキーの経済表とキムチノフの「物的生産モデル」

ケヰーの経済表 経済表が経済循環についての最初の図式であることは，い

まさら改めて述ぺる必要もあるまい。それが，経済循環の問題を根本的に考え

ようとしたばあい，いつでも不死鳥のようにあらわれては，そのような思考の，

いわば培養源となったことについても，よく知られているとおりである。かつ

てわたくしは，理論的にそれがふくむものの一つをば「非産業部門の支出価値

額と支山係数を与えることによって， 各産業の売上高を確定する理論J(拙稿.

175-" ジ)だと規定した。

経済表は，再生産をいとなむ産業を二大部門に分ける。し功、かえれば二部門

構成をとっている。それは筒単にし、えば農・工の区分1=対応するものといって

よい。けれども，本質的な点の一つは次のようなものである。経済表のモデル

では唯一の基礎的な生産物として， r土地の生産物J(productions de la terre)， 
というよりはその代表的商品としての農産物がえらばれているということ，で
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ある。もう少しくわしくいえば，農産物がすべての部門に従事するひとびとの

/生活資料として役立ワばかりではなしさらにそれらの部門の生産に投入され

る財貨〔資本財または生産手段)として役立つということ，である。 農業部門が

その生産物をば種子や家畜の飼料などの形〈資本財の形)で生産に投入する一

方，工業部門でも，農産物壱基本的な原料として，それに加工するもの左考え

られた。月ヲ νファはその近著のなかで，基礎的生産物 (basicproducts) と非

基礎的生産物 (non-basicproducts)の区分をば循環過程における基本的な概念

のひとつとみなし，その区別の基準をば「ある商品が(直接的であるか間接的

であるかを問わず)すべての商品の生産にはし、るかどうかJ"という点に求めて

いる。且

そこで，このような商品の区分壱引き合いに出すと，ケネーの経済表は，農

産物(または穀物)をただ一つの基礎的生産物とみなすそデノレだということ，に

なる。さらにいえば，そこで採用されたのは「それ自身の生産と他のあらゆる

商品の生産との双方に必要とされる一つの生産物として，穀物をえらび出すと

いう方法J(スラザプァ，訳書， 93ベージ)である。いうまでもないと思うけれど

も，たとえ農業部門が工業部門からその製品を購入するとしても，この原理は

くずれない。その製品は，外観はともかく本質的には(原料として工業に移った)

農産物の転形したものにほかならないから農業部門で霞接に生産に投入され

るものと本質的には全く同じ種類の生産物が，間接的な仕方で，いわば廻り道

をして当該部門(農業)の生産に投入されたものとみなされるから， である。

このように，農産物(または穀物)をば唯一の基礎的生産物とみなすそデノレは，

本質的にはネムチノフが単一生産物モデノレと定義したものに等しい。

経済表で注意すべきもう一つの点は，非産業部門が産業部門から切り離さ

れた独立の部門として把握されたうえで，この部門が産業部門の純生産物をば

収入(所得)として受けとわ これを両部門の生産物に支出すると考えられた

3) P. Sra宜a，P'I'oductionザ Commodihesby Means of Com慨 odities.-Pγelude to a C'I'iiique 
ザ E'Q削 mH:Tkec叩.1960， p. 8，菱山泉 山下博訳「商品による商品の生産ー---g，積理論批判
序説J昭和37年11月， 12ペ}ジ。



50 (35Z) 第96巻鎗5号

こと，である。これは，費用(または価値)構成の面で，物的費用(悼ysicalcost) 

と純生産物とを区分したことに照応していることは，いうまでもない。そして，

純生産物(収入)の大きさが与えられたばあいに， それを支出する仕方こそが

それぞれの生産部門の売上高の決定に，ひいては産出高の規模の決廷に大きな

影響を与えると考えられたこと，である。わたくしのみるところでは，このテ

ーゼこそが経済表に表出された循環図式を解明する試みにとって，アルフアで

もありオメガでもあるといってさえよいと思われるのである。

けれども，経済表はなんといっても 200午も前のアソジァ:/.レジーム下の

フヲγス経済を対象としている。したがって，ヶネーの立つ基盤とかれの問題

意識とは，われわれのそれとも，またネムチノフのそれとも，決定的に異なっ

ている。この点は，循環図式の概念構成の仕方に端的にあらわれている。とり

わけ， 純生産物 (prodU1tnet)の把握の仕方に集約的にあらわれているように

みえる。 より具体的にいえば，純生産物の素材構成と価値(費用)構成とをど

うみるかという点に表明されている。しかしながら，ケネーの構想を支える基

本的な論理は一ーたぶん古典とし、うものはそうし、った性格をもつのであろうが

われわれとケ不ーとの聞によこたわっている深淵壱とびこえて，受けつが

れ展開さるべき側面をもっている。ここでわたくしが着目するのは，われわれ

の前にくりひろげられた時代と空間のひろがり壱ば飛しょうして，基本問題の

解明に光壱投げかける，あの，古典のみの有する，本質的なヴィジョ:/，これ

1ゃある o

ともあれ，わたくしは経済表のテーゼのふくむものをば l経済表の基本方程

式J(equation fondamentale)とわたくしがよんだ単純な式によって表わそうと

試みた(拙稿， 175ペジ〕。ネムチノフが明言し亡し、るように(ネムチノ九論文，

95-6吋ージ)， わたくしの式とキムチノフの方程式(3)とは同じものに帰するか

ら，この点がかれの考え方とわたくしのそれとの，いわば按点をなすとみてよ

い。とすれば，とこを攻めzのがかえって主題にいたる近道壱なすかもしれな

い。だが，乙の論点を展開するまえに，若干の予備的な説明を加えておきたい。
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産業連関衰 経済γステムは，それをみ構成する各部門の聞を流れる生産物ならびに

生産要因の諸取引の構造として把握される。し、まこれ壱簡単に示すために，経済号構

成する産業部門が二つで，非産業部門が つの場合(それはまた経済表の部門構成に対応

している)を考えてみよう。第 l表〔教宇はi反設)のそれぞれの行を横に読んでいくと，

各部門の販売額(供結額〕がわかる。例えば，第1行の 2列目の要素30は，産業Iが

産業Eに販売した額である。同じ行田 3列自の要素は，産業工から非産業部門に阪写著

書れた額50である。いちばん右端の要素100は，産業Iの販売商品総額を示している。

との額は，最左端の要素すなわち産業Iの部門内の内部取引20壱も脅んでいる。産業

正の行(第z行)についても， これと同じことがL、える。非産業部門の行(第3行)に

ついてみると，産業Iに販売した額岨は，産業Iに販売された生産要因の代金を示し，

これはもちろん，産業Iによって支払われた所得をあらわしている。同じ行の第2列

自の要素40は産業Eに対する要因の販売額(すなわち産業Eによって支払われた所得)で

ある。己の部門の内部取引はゼμ である，すなわち生産要因はただ生産的用途にのみ

用いられ，非生産的用途には用いられないとみなされているから，第3行 3列自の要

素80は，とれらの支払われた所得の総計をあらわしている。

つぎに，各列を縦に読むと，各部門の購入額がわかる。例えば産業Iの列すなわち

第 1列の上端の要素20は，産業Iがその部門内部から購入した額，つまり内部取引壱

あらわし，上から二つ自の要素40は，産業Iの産業Eからの購入額を，その次の要素

40は，非産業部門からの要因の購入額(つまり所得支払い額)を，あらわしている。 こ

のような列を構成する諸要素は，生産物または要因の購入額を示すけれども，いうま

でもなしそれら ζ交換に支払ヮた額すなわち費用を4示してし、るから，産業にかんナ

古列之ク}ノレは，費用構造をあらわずといってよし、。かくて，このような見方からす

(第 l 表〉

購入¥¥師¥車¥ 産業工 産業)[ 1非産業部門|総生産物

産業 I 20 30 50 100 

産業 E 40 30 30 100 

非産業部門| 40 40 (80) 

総生産物 1川) 1日日 200 
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ると，産業Iにかんする第 1列の 2行固までの要素.20， 40ほ，それぞれ，産業Iが

資本財(生産手段〕として購入した生産物に対して支払った額，すなわち物的費用をあ

らわす一方，同じ列の 3n目の要素40は，非産業部門に支払フた額すなわち要因費用

とし1の支払い所得をあらわしている。非産業部門の列〔第3列)の諸要素は，それぞ

れ，各産業からの生産物(最軒生産物〉の購入額をあらわし.この列の 3行目の要素80

は，この部門の生産物の購入総額をあらわ G，ぞれ仕また，産業部門かι支払われた
所得総額に等しくなっている。

第4行は二つの産業部門の(生産物也、し要因)の部門別購入総額または支払総額をあ

らわし，それらはそれぞれ，第4列の各産業部門の販売総額または受取総額に等しく

なっている。 4行4列自の要素 200は，経済全体の総生産物の販売または購入総額で

ある。

要するに，この表を構成する各要素は，販売(受取)をあらわす行と購入(支払〕をあ

らわす列とがまじわるワぎ目にあるから，それぞれ，販売(空軍〉と購入〔支払〕または

産出(供拍〉と投入(需要)とL、う両面から把握されるべ

ネムチノフは， かれの「物的生産の部門間違関モデルJ (MO，1leJII. 岡田OTpa

CJIeBI.lX CBJl3eii MaTepnaJII:.HOrO npOH3BO，1l凹回)を構成するにあた。て， そこ

で使われた数字はともかく正して，第1表と基本的には同じ性質壱もヮ取引構

造事与仮定しているのかれによれば，第1表の非産業部門の行(第3行)は，各部

門別の(すなわち 1，:0:の)純生産物または収入の構造をあらわし，一方，非産

業部門の列(第3列)は，各部門別の最終生産物の構造をあらわすものである。

第 1表では，部門別の純生産物またば収入は，第1，第E部門に関するものと

して，それぞれ. 40となっており，部門別最終生産物は，それぞれ，第I部門

が 50.第E部門が30である。このような部門別の純生産物(収入)と最終生産

物とは，それぞれ，国民所得の(部門別の)価値構成と素材構成とに対応するも

のである。各部門の純生産物の合計は，価値視点から，マノレグスの表式におけ

ると同様に.(v+刑)であれ それは国民所得の価値構成をあらわすものであ

4) 産業連関衰の理解のためには，次の書物を参照のこと。森島通夫「産業連関論入門一一新しい
現実分析の埋論的背景」昭和31年;鎌倉昇「経揖成長と計画嗣成」昭和33年白 161ベ ジ以降。
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志。第3列の要素は，第I部門の最終生摩物 50と第E部門の最終生産物 30か

らなり， 合計すれば 80となるけれども， これらは国民所得の部門別の素材構

成をあらわしている。

また， 太線でかこんだ閉じたプロヅクは， 資本財(生産手段)の部門聞の取

引構造，つまり物的費用の構造をあらわいこのプロッグ内の各要素は，この

期間の再生産によって費消される不変資本Cをあらわしているけれども，それ

らはまた，素材構成と価値(費用)構成とのこ面からつかまれている。

要するに，ネムチノフの言葉を引き合いに出せば，この表では「国民所得は

三つの視点から， すなわち素材的， 部門的および価値的視点から検討され，

そしてそれらは社会的生産表式のこの構成の重要な本質を原理的にあらわす」

〈ネムチノフ，論文.8自ベージ)のである。

し、ま一つの点に注意しよう。第1表の産業Iの行を横に読んでいくとして，

l列自の 20は，この部門の内部取引額あるいは部門内調達量をあらわすけれど

も，その次の諸要素. 30と50とは， この部門の立場からみると， 部門外T，す
なわち第E部門左非産業部門)への売上高である。 し、し、かえると部門外からの第

i部門の生産物の購入(調達)をあらわしている。 もちろん， 同じ部門Iの生

産物壱調達するといっても，部門Eは原料用など中間生産物として，非産業部

門は最終生産物として購入するといった区別はあるけれども，一括して. (30 

+50)は第I部門の部門外への売上高である。第百部門についても，これと同

じことがいえるであろう。わたくしは，これらの額をばそれぞれ「産業の売上

高J1:よび， 第I部門のそれ(第1表では 30+50)をば M で， 第E部門のそれ

(第1表では 40+30)壱ばyであらわしたけれども (拙稿.175ベージ). ネムチ

ノフは， 各生産物に対する「部門外の商品調達量」とよんで， それぞれを Z，

と Z，によってあらわしている(ネムチノフ，論文.92ベージ)。

経済衰の基本方程式 ケネーの経済表のなかで決定的に重要なパラメーター

は，純生産物 (produitnet)の支出をば部門別に配分する係数である。非産業

部門は前期の生産によって受けとった純収入をもって，第I部門には Aの割合
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壱，第E部門には (l-A) の割合を支出するG この係数をばわたくしは「支出

係数」とよんで， タで表わした。一方，ネムチノフは， とれを最終生産物(国

民所得)Yの I素材構成における部門の比重」簡単にいえば"I最終生産物の部

門構造」を表わすものと考えている。

さて， 第 I部門の部門外売上高(すなわちネムチノ 7のIの商品に対する「部門

外調達量J)をば， 210第E部門のそれ壱 Z，であらわし，支出係数(ネムチノフ

の素材構成を表わす係数)を A， 各産業の非産業部門への売上高の合計すなわち 1

最終生産物を Y，部門別総売上高(または総購入高)あるいは部門別総生産物号

ば，それぞれ，Xt. Xzであらわすとすれば， 第 2表に表示された経済表の再

生産構造は，第3表のようにあらわすことができる九

(第 2 表)

産業 I 三盟主査旦 産業 E

~~\\\ 

λ (οト仰1ト川ニ-Aλ
l'斤宮γA'(白1λ心)Y-==::二二ご 一二====-'一吐叫λ以凶(ι1 λ心げ山Y 

r祇仰町~川川(仕片~円1-A叩:プアλ刈)三zγ三Y三三三ι孟4三=ごごごプt吠内吋2町叩(引1-アλ刈)'包γY 

年詐fF
Zl+Z~ 

日-A.'lY 弘二迫江二且Y
lーλ1-λλ11-')

Z2 (1 λ)Z， 

5) 第3査では，ネムチノフの理論とり対照を容易にするために』次のような考膚をは白った。ま
ず諸経清数量を表わす記号をネムヲノフのそれと閉じものにした。かくて 産業 J，の売上高
を表示する(わたくしの)X， Yを，それぞれ Zl，Z2に， r支出係数J，色 λに書きあらため
た。だから，わたくしのかつての抽文の第 (2. 2)査と，この第3査とは，この点にかんするか
ぎり，形式的な遣いしかない。しかし，第3衰では，第 (2. 2)査において空白のままにしてお
いた，特列の要素がうずめられ，かっ， r非産業部門」にかんする行が加えられれ、る。 ζの点
は， 始原的な経済表からの，実質的な相違をある程度まで青むこ ξになるかもしれない。 けれ
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これらの妻におし、ては. r各産業はそれぞれの内部取ヨiと相互の取引とにお
いて純生産物の)支出性向 Aに従うJ(拙稿.173ベ二ージ)t:仮定されている。

さらにいえば，支出係数Aは，各部門の聞での中間生産物の取引であろうと，

非産業部門との最終生産物の取引であろうと. rこの体系の一切の取引におけ
る支出性向」を代表するものとみなされている(同上.173ページ〕。

例えば Aがy，だとすれば，非産業部門も，産業Iも産業Eも，すべての部門がその

受けとり額のy，をIの生産物に支出し，一方. (1-，_) Y，だけをEの生産物に支出

するわけである。一般的にいえば第2表のように非産業部門は，その所得 (Y)のう

ちAの割合壱 Iの生産物に支出するがしw、かえれば，産業Iは非産業部門に対して，

その生産物をば 'Yだけ肱売する。このプロセスは，第3表の第1行 3列自の要素 λY

によって表わされてし、00 さて，非産業部門は. (1 λ)YだけIの生産物に支出す

る。し、いかえれば，産業Eは非産業部門に (1-，)Yだけ班売する n このプロセスは.

第3表の第2行 3列自の要素 (1-，)Yによって表わされている。 さて，第2衰のジ

グ・ザグの過程に示されているように，各産業は，それぞれの売上高のうち，式を I

の生産物に. (1-，)をEの生産物Ic支出し，このような支出過程は，それぞれの売上

高が無視してもよい大きさになるまで反復されるものとする。とすれば，第2衰の産
r Y(2.i-..l的 1

業 Iの欄の下方に縦につらなる数死の総計lf苛主制は，産業Iの部門外売上高
〈ネムチノアの Iに対する部門外商品調達量)Z，になる。他方，産業Eという欄の下方に縦

r Y(j-，円 1
につらなる数列の総計 iτ全長寺土台いま，産業Eの部門外売上高九をあらわすこと
になる。ととろで，産業Iの売上高 Z.のうち産業Eに対する部分は， 第2表の左側

(第 3 表〉

1¥¥|産業 1 1産業宜 I(室長重量思)1総生産物
産業 1 1 X，-Zi I AZ， λY X， 

産業][ 1 (日 X， 

非(純産生業産部物門 ，Z， 1 (l-，)Z， I Y 

総生産物| X， X， 

ども，経済曹の現代的な意義をもっぱら問題にしているこの文脈では，ある意味ではやむをえな
いことである。
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にある括弧でくくった数列の合言IAZ， である。これがなぜ ).Z~ になるかといえば，産

業IのEに対する販売とは，裏がえしてみれば，産業EのZからの購入に4まかならな

い。 そして，産業Eは売上高Z，のうち Aだけ壱 Iの生産物の購入にあて ae仮定さ

れているから，この額は Aみとなるというわけである。このプロセスは，第3表の第

1行 2列自の要素 (lZ，)によって示されている。同様にして，産業EのIに対する兎

上高は. (1-A)Z，となれ 第3表では第2行 1列目の要素によって示されている。

以上で，第3表の産業連関表にゴシザク活字で書きこまれた諸要素がすベて説明され

た。

産業Iの内部取引額(第3表の第1行1列目白要素〕は，産業Iの総生産物が Xh 部門

外売上高が九であるから.(内部取引額〕ー〈総生産価値額)ー(部門外売上高)とし、う

定義によって. (X1 -Zl)になることは自明であろう。 己れと同じように，産業Eの

内部取引額も，第3表の第2行 2列目の要素のとおり . (X，-Z，) ととEる。産業Iの

非産業部門に対する所得支払額すなわち純生産価値額は，この部門の総生産価値額か

らその物的費用を引きさった残額であるから.X，-((X， -ZÙ+(1-A)Z，)~AZ， とい

う等式よれ AZ，になるであろう(第3衰の第3行1列目の要素)。 これと全く同じ仕方

で，産業Eの所得支払額すなわち第3行2列目の要素οーλ)Z，が求められる。非産
業部門にかんする行を構成する要素も，列の構成要素も，すなわち非産業部門の所得

の収支の両面は，その総計がそれぞれ.Yに等し〈なる(第3行3列目町要事〕。第 3表

の第4行 4列目に書きとまれた X は，部門別総生産物足.X，の合計である。

第 3表に表示された連関モデルは，次のような方程式体系を基礎にもってい

ることは明らかである。

〔産業Iの行から1z，=A(Z，+ Y) 
f (1)" 

〔産業Eの行からJ Z，=Z，(1-A) + Y(l-A) J 

この方程式の解は，

Z =yzt一位 Z-iL411 ，-1三I百二A)' ~，- 1-'¥百三A)

6) ネムチノフは， (1)の体系に， もう一つの万程式 y~λZl+ (l -1)Z2 をつけ加えているがj こ
の式はよの二つの方程式を加草することより導かれるからj 独立的な条件を表わすものではあり
えなし、。 ιのモデルり基本的条件をあらわず万程式は， 本文で(そして，かつてのわたしの論文で〉
書かれているように1 三つではなく，二つしかありえないζ とほ明白である。
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方程式体系日)は， わた〈しの「経済表の基本方程式Jをあらわしており(拙

稿.175ベ ジ)， ネムチノアの方程式体系(3)に等しいくこの方程式体系を基礎とし

てもつ壬デルを，以下， ，壬デノレ 1Jとよぶことにしよう)。 わた〈しは， との方程

式体系によって経済表が理論的にふくむものをば「非産業部門の支出額Yと支

出係数Aとによ勺て，産業の均衡売ト高(すなわち Z，とZ，)を決定する理論」

(同上， 175ペーめとみなし， 経済表をば「巨視的観点からとらえられた動学

的発展理論の最初の体系的な試みJ(向上， 171ベージ)として再構成するための

基礎にすえた。一方，ネムチノフは，このγステム壱ば〈部門外の商品調達量壱

一般にLとしたばあい)I社会的最終生産物の部門構造(.l，Y)と部門外の商品調達

量 (Z，) との聞の相互関連壱数量的に決定する」という合意をもっとみなし，

「社会的最終生産物の最適部門構造J(ネムチノフ，論文， 92へ ジ)または「基

本的な最適国民経済比率J(向上， 97ベジ)の計画化の基礎にすえようとした。

このようなネムチノフの課題については，第E節で検討することにする。

キムチノフの基本方程式 ネムチノフは，より具体的な，というよりはむじ

ろ，現代のソピェト経済の計画化に役立つような I物的生虚の部門間連関モ

デノレJ(ネムチノ 7，論文， 90ベージ)を構成しようと試みてしゅ。そこで，経済

表にくらべてみて，より一般的な(とかれが考えた)いわゆる「物的生産の二部

門分割毛デノレJ (同上， 93べ-0/)と，その基礎にある方程式体系とを，わた〈

しの経済表の分析にかかわらせて構成してみよう o

ねたくしの論文の第6節(，経済表とその応用J)で「経済表の適用が考えられ

た経済よりも，ずっと進歩した経済に応用するための一つの試みJ (拙稿， 171 

ベージ)が付加きれた。その試みの背後にある着想は次のようなものである。

経済表では，すでに述べたように，非産業部門の最終生産物に対する支出係数

Aが産業部門の間での中間生産物に対する取引をも含めて，一切の取引におけ

る生産物の選好率を代表するものと想定されている。だが， I事実においては，



58 (360) 第 96告舘5号

非産業部門の支出と産業部門の支出とは，それぞれ異なコた要因に依存するも

のであり， ・・非摩業部門の所得の支問係数Aは，各産業の取引における生産

物の選好率とは，一致する必然性をもたないJ(向上.211ベーのとし寸点にあ

る。

各産業の聞の投入としての生産物に対する選好率は，いうまでもなしそれ

ぞれの生産の技術的構成に依存するc このような各産業の生産物の選好率をば

(二部門モデノレを想定して)それぞれ fh，{}zに依存するものとしよう。いま，産

業 Iと産業Eの生産の技術的構成が仇=8zをなり立たしめるような型に属す

るものとして， この均ーの資本財選好率をば Oであらわそうへそうすると，

このそデノレの構造は第4表によって表わすことができる。

第 4表に示されているように，各産業は生産に投入するために，つまり生産

的消費のために，それぞれ，その売上高のうち Oの割合をIの生産物に支出し，

(1ーのの割合をEの生産物に支出する。 第 4表に表示されたそデルの基礎に

は，次のような方程式体系がめる。

z， ~oz;+.!Y 

I (2) 
Z，~(1 -0)Z， +(1.!)Y J 

との方程式体系(2)は，根本的には，わたくしの方程式(18・1) C同上.212ペ

ージJ1:同じもの旬である(この方程式体系を基礎としてもっそデノレを，以下. rモデ

ル:U:Jとよぶことにする〕。

7) 各部門において〈同 と仮定された〉生産物すなわち資本肘選好串0はj 各部門の〈他郎門から陣
入した生産物の支払いにかんする〉物的費用と，付加価値との配分係数をも£らわしている。そとで，
司第 I部門はj その売上高 (Z1)の代金のうち.(1-0)の割合だけ館E部門の生産物を購入し，
。の割合だけ什加畑値すなわち所得〔マルグスの用語を使えばv+m)に支払う。一方，第E部門は，
その売上高 (Z2)のうちj 。の割合だけ第 I部門の生産物民主出し.(1-0) "ごけを付力削面値に
支出するc こ町ような生産物選好平または(各部門の〉価値構成の対称性の仮定を満足させるよう
な生産の技師的構成の型ぽ，現実にはほとんど見出しがたいものであろう。けれども，各部門の
技術的構成が均等だとみなす(同じように非現実的な〕置定が， ある種の原理を解明するのに役立
つ土うに，この種の塩定も j 睦B軸受の合むこころの原理を明示し，のちにみるように，いっそう
現実に近似したモデルにいたる媒介項として投立つものだと みなされるかむしれなし、
8) (2)の方程式体系における.Z10 Z~ を X， Yとしj λを R，Oを r，1'"を aとすれば， この式
は，わた〈しの論文における (18・1)式になるであろう。ただここでは「純生産物J(p1'odwlt 
nl'Jt) VほI 国民所得。+例)とみなされているけれども，わたくしの論文ではj それがもっぱ
ら「利潤J (すなわち m)のみにかんするものとみなされていた。
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(第 4 表)

産業 1 I X1-Z1 叫 AY X1 

産業 E l刊日|山r-x;
非(純産生業産部物門1I 。Z， I (1ー帆 i Y 
総生産物! X， X， X 

さて，ネムチノフの基本方程式は，わたくしの(2)式のγ ステムを，もう一歩

進めたものである n というのは，それは 0，キ0，の条件における物的生産そデ

ノレ壱あjJCするものだからである。さらにいえば，不ムチノフのそデノレにおける

産業Iと産業Eの技術的構成は，わたくしが仮定したものにくらべて，より現

実的な型川こ対応しており，この条件によって，産業Iは，その売上高(ネムチ

ノフの部門 Iに対する部門外商品調達量)Z，のうち，(1-0，)をば生産に投入する

目的で産業Eの生産物に支出し， 産業Eは，その売上高(部門][Ic対する部門外

商品調達量)Z，のうち仇の割合を，投入として産業Iの生産物に支出する。か

くて，ネムチノフの「物的生産の二部門分割モデル」は，第5表のようにな志

であろう(ネムチノア，論文， 93ベージ)。

この表によってあらわされたモデノレの基礎にある方程式は次のとおりである o

Zl=fh，Z2+AY 
~ (3)町

Z， =(1~0，)Z， +(1-À)Y ) 

方程式体系(3)は， ネぶチノフの基本方程式(同上， 93ベ ジ〉である(これに

よって表わされたモデノレを，以下， Iモデル][Jとよぶ)。

9) 各部門の価値構成 (0)が七デw.で宙定されたように，特殊な対称性を示しz したがヮてま
た，各部門の桂術的構成の間にも，この対称性を充足するような相互依存関慌がある左いうよう
なことは，いうまでもなく現実にはほとんど存在しえない(註7)を参照〉。現実には， 各部門の
生産の技荷的構成は相互に不依存的〈独立的〕であれこれに応じて，それぞれの価値構成(わた
くしの生産物選好率〉も，部門〕とに融自なもので，モデル Eのような「対称性」は存立しえない。
モデル， (ネムチノフのそれ〉は，わた〈しのモデルEにくらべて，このような意味で，より現実
的だといえる。
10) ネムチノフは， (司の第2式をば Zl=8tZ1+Cl-.'I)Yと書いているけれども， これは明らかに
誤十CあるからI 本止のように修正した固 とにお，1Pれは Y=OlZt十(1-0'2;)Z2をこの方程式体
系に付加しているが1 註 6)で説明したのと同じ理由で， (3)から捨象するのが適当だと考える。
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(第 E 表)

¥¥¥l部門 II部門][ I最終生産物|総生産物
部門 II x，ーZ， 02Z2 IY I x， 
部門:n: I (1-81)Zl I X2-Z2 X， 

純生産物| 91Z1 I (1-'品| Y 

総生産物| x， X 

以上，わたくしの「経済表の基本方程式Jから出発して，ネム千ノフの「物

的生産の二部門分割モデノレ|の基本方程式に到達することができた内この到達

点(モデル][)から， ひるがえって，わたくしの基本方程式(モデノレ引をかえ

りみると，それは，ネムチノフが指摘しているように， かれ自身の方程式(モ

テソレ][)のA=仇=0，の場合に相当し， さらに(司式を基礎にもつ， わたくしの

モデノレEはネムチノフが指摘していないけれども)，かれの基本方程式(モデル

][)の Aキ仇=0，の場合に相当する。したがって，ネムチノフのモデル，すな

わちモデルEは，各部門の技術的構成が相互に独立的だとみることによって，

わたくしの展開したどのモデル(すなわちモデルIおよびそデル][)にくらべて

も，いっそう現実的であることは認めなければならない山。

けれども，それらのどのモデル(モデル1. :n:， m)をとってみても，その構

造の立脚する原理は，恨本的に同じ性質に属するものといえよう。その原理あ

るいは着想とは，始、原的にはクネーに帰属するものであれわたくしはそれに

ついてわたくしなりの見方を示したけれども，いま不ムチノフの言葉を引き合

いに出せば， それは次のようになると思われる。 I部門外の商品調達量〔また

は部門外への産業の売上高)Z，とZ，は， 最終生産物(すなわち純生産物Y) と，

パラメーター，つまり最終生産物を特徴づけるところの素材構成 0)および価

値構成 (0)との，関数であるJ (同上， 94ページ，ただし括弧内は引用者)と。 こ

のようなネムチノフの見方は， わたくしが， A=Oなるケネーの経済表の場合

(毛デルI)について， I純生産物Yとパラメータ -Aとを与えることによって，

11) このくわい、理由についてはJ 註 7)および 9)を参照せよ。
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各産業の[部門外〕売上高〔すなわちz，主 Z，]を決定する理論J (拙稿.174ベー

ジ)と規定したものと本質的には同じものだといえよう。

E 最適産業構造

最適産業構造の問題 そのモデル(モデノレ]][)によって提起され芯(とネムチ

ノフが考えた)課題の一つは，国民所得の「最適部門構造」の問題である。その

毛デノレが諸商品の売上高すなわち産山量を極大に?するような生産資源の各部門

への配置と関連があるというのである。この問題は. I資源の最適配置」とし、

うテ マのもとに，われわれにはなじみ深いもの，例えばピグーの「厚生経済

学」の中心問題の一つをなすもの，である。もっともあとで説明するように，

ネムチノフの問題構成の原理は，われわれの知っているものとは，異なった素

地に吹っといえそうであるが。ともあれ，この問題は，わたくしの論文では，

(基本方程式を図形的に構成した) I基本図形」とわたくしがよんだもの(拙稿，

179ベ←ジ，第 (4・1)図)の分析のなかで示唆されてはいたが，十分に展開さ

れなかったものであ奇。

なぜなら蓋本図形」は，わたくしの経済表のモデル(毛デル 1)において，支出

係数 A が O と 1 のあいだで変化しうる一切の値をとるばあ~'.それに対応して決まる

21> Zaまたは (Z，+z，)のそれぞれの数列を示すものであれそれらの数列のそれぞ

れについて，どの要素が極大かということが，視覚的に明示されていた，からである。

λ係数の意味するもの 「最適配置」の問題を考えるうえで， わたくしのモ

デノレ(モデルIおよび][)でも，またネムチノフのそれ(モテコレ][)でも，全く同

じように，純生産物の支出係数をあらわすパラメータ-Aが決定的に重要な役

割を演じる c そこでまず町議論の準備として， 国民所得Yをとらえる視点に

ついてみておきたい。第 3~5 表の連関去から明らかなように，国民所得はこ

つの視点から把握される。ーつは. (それぞれの表の第3列から)素材構成の視点

である。この視点からみると，国民所得は部門別最終生産物の素材形態として

把握されることになる。われわれのいわゆる実質所得または実物的産出量の各
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滴品別構成がそれである。すなわちz ネムチノフの部門別「最終生産物」であ

る。いま一つは， (それぞれの衰の第3行から)，価値(または費用)視点である。

この観点からすれば，国民所得は各産業によって支払われた費用または価値と

して把握される。つまり，国民所得は，これまた部門別に配分された，われわ

れのいわゆる要因費用または付加価値として，ネムチノフでは(生産部門により

支払われた)I純生産物」または「純収入」とbづ形をとって， うかび上がるの

である。要するに，国民所得Yは，部門別の配置をとって，素材的または物的

視点と価値または費用の視点とし、う両国からつかまれる。

さて，わたくしの経済表のモデノレ，すなわちそデルIでは A係数は，これ

に応じて三つの意味をもっ(第3表参照〕。一つは， (第3表の第3列におけるよう

に)国民所得の素材構成の比率を示す。いし、かえれば，それは国民所得の商品

別または部門別構成壱あらわす比率(または比重〕である。二つには， A係数は，

(第3表の第3行におけるように)国民所得の(部門別)価値構成または費用構成

を示す。 つまり， それは各部門別の付価価値(要因費用)の構成比率をあらわ

している。 これを要するに，わたくしのモデル1 (第3表)では A係数は，

L国民所得の素材構成と価値構成との両面を，均ーのパラメーターCA)として，

周時に示すものである。

しかしながら，国民所得の素材構成と価値構成とは，通常，同じ比率にはな

らない。わたくしの論曳で指摘されたように(向上， 211ベ ジ)，それぞれの依

拠する， (このモデルにとって外生的な)要因がちがうからである。すでに示唆し

たとおり(同.1::， 211ベ ジ)，どのような経済の社会的構成においても，前者はそ

の経済社会の支出性向(または財に対する処分選好)を左右する要因に，後者は，

産業部門の技術構造に依存するであろう。 そこで， いま国民所得の素材構成

(の比率}を』とし， その価値構成(の比率)を Oとすれば Aニ Oという特殊

なケースが，わたくしのそデノレIをなり立たしめる条件になるであろう。そし

て，AキOであるばあいに， 各部門の技術的構成がある種の「対称性」をみた

すような依存関係にあるようなそデル(すなわち 61=内であるばあし、)が， わた
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くしのそデノレ][ (第4表)であり， それが相互に独立的なばあい， すなわち仇

キ0，であるばあいが， モデルEすなわちネムチノフのそデノレ(第5表)になる

わけである。

ところで， ネムチノフもよく知っていたように，最適構造または最適配置の

かえってわたくしの構成した単純なモデノレ(モデル1)のな依拠する原理は，

かに直裁にあらわれている。その点をばやや立ら入ってしらべてみよう。

第 6図は， わたくしの論文(同上I 179ベージ〉で「蓮本図形」 とよばれたも

のであるが， さしあたり， それに注目しよう。 この図形の OMは ONに等し

く， それらは所与の大きさと仮定された困民所得Yをあらわす。太い実線であ

らわされた直線 MNは，支出直線と命名されたもので， その線上の各点の座標

』土，AY 1-(l-A) Yの一切の組み合わせ壱示す。いし、かえれば，MN上のあら

ゆる点は，国民所得の素材構成の可能なあらゆる組み合わせを示すものである。

(半円に近い)太い実線で画かれた扇形の曲線 MQNは，売上高曲線とよばれ，

" 

Y 

( Z，) 

(第 6 

Q， 

図)

Q. 

M (Z，)X 
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その曲線上の任意の点の横座標は産業Iの部門外売上高みをはかり，その縦

座標は，産業Eの売上高z，をはかる。要するに，この図形の支出直線MNほ，

国民所得の素材構成Aの， 可能な一切の状態をあらわし，:一方， 売上高曲線

MQNは，素材構成』が変わるのに応じて変化する各産業の売上高マZl.Z2)の

状態を網羅的に示すのである。ネムチノフは，これと全く同じことがらを，数

字例によって示し v亡し、る(ネムチノフ，論文， 96ベージ〉。

最適構遣の問題 このよモデノレによって提起される最適構造の問題止は，売上

高のグローパノレな極大，すなわち (z，+z，)の極大，または売上高の相対的な

極大，すなわち名もしくはみの極大壱，保証するような国民所得の素材構造

または部門構造Aを求める問題のこ心である。

たとえば，(Z1十z，)とし、う総売上高の極大は，第7表明にみられるように，‘

A係数すなわち国民所得の素材構成が 0.5のときに，極大になり， ζのときに，

総売上高は国民所得Yの2倍になるであろう。 また A係数が 0.7のときに，

いいかえれば，国民所得(最終生産物)の素材構成が産業Iの生産物に 0.7，産

業Eの生産物に 0.3の割合を示すようになったときに，産業Iの売上高z，が極

大(国民所得の1.15倍)になる。 したがって，
(第7表) Aの変動に対する (Yに対

z，の相対的な極大を保証する国民所得の する割合としての)ん んの変化

素材構成』の最適値は 0.7になるであろう。

'また，産業瓦の売上高 z，の極大を保証す

るA係数は第7表にみられるように) 0.3 

になるこ Eは明らかである。

わたくしの「基本図形J(第6図〉において

は，以上に述べた A係数の三つの最適値は，

売上高曲線上の点，Q， Qh Q2に対応する，

支出直線上の点、九九 P，によって示さ

λ 

0.1 

0.2 

03 

0.4 

0.<; 

0.6 

0.7 

0.8 

0.9 

z， 

0.21 

0.43 

0.64 

0.86 

1.00 

1.10 

115 

1.14 

1.09 

Z， 

1.09 1.30 

1.14 1.57 

115 1.79 

1.10 1.96 

1.00 2.00 

0.86 1.96 

0.64 1.79 

0.43 1.57 

0.21 1.30 

12) この第7表は，簡略化されてはいるが，ネムチノフの第5膏と同じものである。ネムチノフの
査には，その数字にずい分間違いがあったので』笹正しておいた。いうまでもないけれども，こ
の世淳例は，鴛6図に図示されたわたくしの「基本図形」の数字による倒解にほかならない。
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れている。

価値構成。の導入 国民所得の価値構成主特徴づけるパラメータ-0の導入

は，わたくしの単純なそデル(毛デルJ)のばあいに〈らべて，最適問題の本質

を根本的に修Eす芯ととにはならない。わたくしのモデルEについても，また

ネムチノフのそデノレ(モデル][)'についても， それぞれの奉礎にある方程式体

系 [(2)および(3)]より明らかなように，各部門の売上高 Z，とみとは， 国民所

得を特徴づける二つのパヲメーター，すなわちその素材構成』および価値構成

。と，国民所得Yとの関数である。すでに述べたように， 。は各部門における

生産の技術的構成を反映するものだから，比較的みじかい期聞の再生産につい

ては所与と考えてよし、。というよりはむしろ，これと同じことになるけれども，

経済を構成する各部門の技術的構成が変わらない期闘をぱ基本的単位にえらん

で，その単位期間について考察することにする。そうすると，各部門の価値構

成。を所与とする想定がりースナプルなものとなろう。

国民所得の価値構成。が与えられ，またまえと同じように，国民所得Yが与

えられると，われわれはふたたび同じ問題の前にいざなわれることになる。そ

の問題とは，国民所得の素材構成Aと，その値に応じて決定される各部門の売

上高 Zl. Zgとの相互関連の問題である。かくて，このばあいにもわれわれは，

売上高のグローバルな極大か，それとも売上高の相対的極大を保註するような

国民所得の最適部門構造付の最適値)を求めるというまえと同じ問題に直面

するわけである。 ととろで， ネムチノフの青葉争借りると， このような「分

析結果は，基本的な最適国民経済的比率の計画化において重要な意味をもっ」

(同上.97へージ〕といえるであろう。

A係数の依存するもの すでに述べたけれども，国民所得の素材構成をあら

わすA係数は，いいかえれば，その部門別・商品別の構成を特徴づけるもので

ある。例えば，部門Iの生産物をもって，原料・動力などの生産手段(資本財〉

をあらわすものとし，部門Eのそれをもって，消費財をあらわすものとすれば，

A係数は実質国民所得(最終生産物)のなかでの資本財産出高と消費財産出高と
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の構成比率に関係があるこ Eになる。ところで，このようなばあいの A係数は，

根本的にはし、かなる要因に依存するのであろうか。

〔理論I] 資本主義経済については，周知のように，国民所得の構成は競争

市場における， いわゆる「価格のパラメーター機能J(parametric functions of 

pnc田)を介する同時的均衡のメカュズムによって決定されるという理舗がか

なりの信奉者を獲得した。ヶγプリッシのロパートソ Yは，この学派の見解を

定式化して. I国民所得の構成を決定する諸力を検討することは 一つの価

値論を打ちたてることによってはたされる明」と述べた。引用文中. I価値論」

とはまさしくマ-..yャノレの需給均衡理論を指すことは明らかである。 オスカ

ー・ラ Yゲも，集産主義理論にかんするその著名な論文のなかで，この理論壱

iば;(I競争市場における均衡の決定」 と題する節でみごとに定式化している

この理論のふ〈むものは，つまるところ，経済社会の社会的構成 (socialorga. 

nization of the economic system)が与えられると，'/，Aテムを構成するあらゆ

る個人(企業者も家計も)がそれぞれの利益を極大にするための合理的行動をと

るという条件と，あらゆる財の均衡価格がその需要と供給kの均等によヮ亡、決

まるとし、う条件とによヮて，競争市場のもとで経済均衡が自動的に確定すると

し、うこと，にほかならない。

か〈てこの理論によれば，計画主体i土、y ステムを構成する多数の独立的な個

人であり，自分じしんの利益の極大化とし寸計画目標をになうかれらは，競争

市場の価格のパラメーター機能を道しる4として，それによりその行動券刺戟

されたり，あるいは抑制されたりしながら，試行錯誤をくりかえして，おのず

と，経済均衡の状態に至るのである。このような経済均衡は，周知のように，

諸商品の価格とその産出高(つまり各部門の生産規模)の決定をば， その一環と

して含むものである。

13) D: H. Robertson， L印刷res0ωEcono;:nic Princ~ples， Vol. L 1957， p_ 61，森川太郎高
本昇訳「経慣原論講義J.第 1巻l 昭和35iJ'.68ベジ。
14) 0， Lange， "On the Economic Theory of Socialism"， Review of Economic Studies， 
Vo1. 4， N05， 1 and 2， OcL 1936 and F山 1937，土産情訳，集産主義の経情理論. r計画経
済理論」昭和170年6月.60へージ。
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したがって，このような考え方からすれば，国民所得の素材構成すなわちそ

の部門別・商品別構成Aは，競争市場における同時的均衡によって決定される

わけで Aの依存するものは，結局，競争的均衡を規定するこつの基本的条件

それ自体のなかにあるというべきEだろう。

〔理論][) うえの理論に想定されていた価格のパラメーター機能壱捨象して，

恒常的価格の想定をとってみよう。己れこそが r経済表」の立っと ιろのも
のであり，この想定のふくむものの一つが「価格決定機構と産出高・純生産高

決定機構とを分離し，後者に，考察の重点をおく」点にあることは，すでにわ

たくしの論文のなかで指摘された(拙稿.208'" ジ)。この理論によれば，国民所

得の素材構成Aは，根本的にほ，経済社会の支出性向に依存するというべきだ

ろう。

いま筒略壱期して，われわれが例示した二部門モデノレのうち，産業工を資本

財生産部門，産業Eを消費財生産部門としよう。そうすると，すでに述ベたよ

うに A係数は国民所得(最終生産物)を構成する資本財の流れと消費財の流れ

との比率に関係がある。 もっと正確にし、えば Aは資本財の純産出高(ソヒeエ

ト計画経済の慣用語'(1主I拡大プォシドJ)の国民所得(最終生産物)に対する比率，

すなわち投資比率であり; (1-A)は消費財産出高の国民所得に対する比率，

すなわち消費比率にほかならない。

〔理論][- a) 資本主義経済においては，集計的にみて，公衆の消費性向が

与えられると，投資比率 A (I/Yまたは IY/めは，基本的には独立の計画主体

たる個々の企業者の投資決意に依存することは明らかであろう。かくて，この

理論においても，根本的には理論Iと同様に A係数は利潤極大化を目ざす個

々の企業者の，相互に独立的な行動に依存することは確かである。ただ，この

ばあいには個々の企業者にとって，価格が，それぞれの投資活動を誘導する道

しるべ〈パラメーター〉の役がらを失って， ものいわ血ロポット(常数)になり

さがっているという違いがあるが。

〔理論][-b) 国民所得を構成する投資に対する蓄積フ rY ドの処分権が，
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個々の独立の企業者にではなし共同体のかかげる一定目標を実現するために

活動する単一の計画主体たる公共当局に，一括して委ねられているような社会

的構成においては，投資比率 (I/Y)は，このような公共当局の， そのときど

きの投資決意に依存する。かくて，このような社会においては λ係数は，根本

的には，公共当局の決意に依存する己とになろう。現代のツピエト経済におけ

る投資の類型は，以上の理論のバターンのうち，どちらかといえば c理論E
bJに近い，少なくとも原理的にはそうだ，といえるのではあるまいか。

最適問題と A係数最適部門構造の問題において，真に』係数が意義をもち

うるのは，それか激策的に「操作可能なIパラメーターであるばあいにかぎら

れるであろう。

[理論IJならびに[理論][-a Jにおいては A係数はc/ステムを構成

する独立的な計画主体たる諸個人の(極大化)行動の結果とじてa 競争市場で

他の諸数量と同時的に確定するわけであり，この意味でAの均衡値は，諸個人

が参加するのではあるが，個々人の力ではどうにもならない，あの「自由競争」

というゲームの合成果として決まるものである。そういうわけで，この型の A

係数には，一切の政策的干与をはねつけるだけの冷厳さがある。かくて，この

そデノレにおいては A係数をば，最適問題にとって戦略的な役目をはたすパラ

メーターとして，抽出するに{也、する合理的根拠も実証的根拠も存立しえない

ように思われる。

〔理論][-bJにおいては事情がちがう。この理論をとるばあい， A係数を

ば戦略的パラメーターとして抽出する根拠のなかには，合理性と実証性という

こつの基準にてらして，じゅうぶん説得にたえるものがあるように思われる。

その一つには，すでにみたとおり，われわれのそデルでは国民所得の素材構成

Aと各部門の売上高との聞には不可避的な数量的依存関係があり，いま一つに

は， A係数は根本的には公共当局の投資計画に依存ずるものでもあり，したが

ってまた政策的にも操作可能なものでもあるからだ。かくて，一定の政策目標

にてらして，最適と推定される困民経済的比率の選定にあたって A係数を戦
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略的に操作することが可能となるわけである。
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〔理論][-aJは，投資計画の主体を個々の企業者の手に委ねながら(いわゆる自由

企業制度ぴ町， "山rprisesyst.em)の採用)，公共当局の間接的コ γ トロ}ノレによって，

投資比率を，したがってまた A係数をIf所望の値にまで誘導して，一定の政策目標壱

達成せんとする資本主義的な経済計画において.ある程度まで試みられたし，またあ

る程度まで実現されたことほし、なみえなし、。例えば完全雇用計画。けれども最近では，

政府部門の収支が国民所得のなかに占める比重の拡太にともなって，政府部門による

直接的・間接的な投資の役割が次第に無視しえなくなっている。いわゆる混合経済の

成立。けれども， (理論][-bJのように，蓄積ファ νドの基本部分に対する処分権

をば， 公共当局がにぎるようなモデルにくらべれば， そこには， いまなお単に量的

(程度)の差というよりはむしろ，質的な差がひそんでいるように思われる。

以上の説明は，経済表の着想が資本主義経済にではなしこれ左対蹴的なソ

ピエト経済のなかにある意味で生かされるようになったのは何故かという疑問

に対して，サイド・ライトを投ずると Eになるであろう n またそれは，従来の

資木主義経済の解明のために，ケネーの想源に深く学んで新しい分析視角を切

りひらいたひとびと(マルクスや νオンティエフなど〕古fなぜにこの(l係数をい

わばその核とする)着想を捨象したかという理由の一半壱与えるかもしれない。

わたくしのみるところでは，経済表モデノレにおいて戦略的な役割をはたすパラ

メーターはA係数であり，これが合理的・実証的な根拠壱もって生かされうる

可能性は，これまでの資本主義経済ではなしいまのところ，低開発国の開発

方式の策定においてか，あるいはむしろ典型的には社会主義的計画経済のほか

にはありえないように思われるから，である。けれども.われわれが現に立っ

ている資本主義経済においてさえも，過去ではなく未来を展望すれば，経済表

に含まれた着想とその理論化とが日の同をみて現実のなかに生かされるような

機会がや。てくるかもしれない。

N 拡大再生産表式

経済衰モデルと再生産表式 わたくしのそデノレ(モデル 1，][)もネムチノフ
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のそデノレ(毛デノレ][)も， 枝葉にわたる細部を無視してしまえば， 本質的には

ケネーの創案した理論の類型にはし、るべきものである。 こういう理由から，

〈ケネ の経済表と親縁関係にある)それぞれのモデル壱ば，これから， r経済表
モデノレ」というよび名で一括して扱うことにしよう。

ところで経済表モデノレをば再生産表式にあらわれたマノレタスのモデノレに移し

かえることは容易である。そこで，両者の関連をしらべてみよう。さて，経済

表そデノレを構成する部門1， 部門Eのそれぞれを， 生産手段(資本財)部門，

消費財部門とよみかえることにしよれそうすると，経済表の部門連関モデノレ

における， 2行 2列からなる(部門聞の取引構造をあらわす)閉じられたブロッグ

は，いまや，マノレグスの用語では，不変資本Cの行列 [C'JJから構成されるこ

とになれ第3行ならびに第3列の，それぞれのベクトノレは，国民所得の(部

門別の)価値構成と素材構成とをあらわすことになるο Xにかんする第4行な

らびに第4列の，それぞれのベクトノレの諸要素 Xt， Xzは，経済全体の総生産

物Xの価値構成と素材構成に対応することになる。かくて，X，は資本財(生産

手段)の総生産物を X，は消費財のそれをあらわす。けれども，マノレク凡の再

生産表式は，本来， (政府部門や公共投資など壱捨象した)競争型の純粋資本主義

を想定していたから，すでに示唆したように，経済表の A係数とその役割とは

全く捨象されることになり，おもに，二大基本部門聞の素材的・価値的視点か

らの補填関係に注目されることになっている。そこで，われわれもさしあたり

経済表モデノレのこの側面にカメラのピ Y トを合わせることにしよう。

拡大再生産の条件 よく知られているように，拡大再生産の基本的条件は，

(v十間)I>c][である。そして，('v十榊)I-c][~ Y，は，拡大再生産を可能なら

しめる，潜在的能力をあらわす。九は，いうまでも本く，補填必要額壱こえる

資本財の純増加分にほかならない。 Y，をば「蓄積フ rY ドJ(現代のソピ2ート計

両経済の慣用によれば「拡大フォンドJ)とよJ;;ことにしよう。 それは， われわれ

の国民所得会計の「純投資」に対応するものである o ととろで，蓄積 7 アジド

れは，消費財産出量むと左もに国民所得Yを構成するものである。すな
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わち Yニ v，+ v， (1)。 この等式は，われわれが熟知している Y二 I+Cの等式

に対応することは，いうまでもなし、。

一方，国民所得(v)は価値構成の面からみて，各部門yの付加価値(円十叫)

の集計額であるから Y=v+刑(却となる。そこで，蓄積フ 7シドれがゼロ

のIf'あい，すなわち，(v+刑)1=c][は単純再生産の基本的条件をあらわすこと

になる。この式の意味するところは，部門Iの資本財総産出高 X，が，あます

ところなし両部門の補填需要のために吸収されて何らの蓄積ファ γ ドをも残

さなし、，いいかえれば，それは，純投資ぜロの定常的状態を示すということ，

である。 このばあいには， (1)式は (Y， ~O であるから ) V=V，となる， いし、か

えると，国民所得は素材視点からただ消費財産出高 (v，)だけからなる，とい

うことになろう。だが，このばあいにも(司式の v=υ+酬は依然として妥当す
るので， Y=Yaを考慮すれば，単純再生産においては国民所得があますとこ

ろなi消費されてしまう，ということがわかる。

ところで.Gijによって，'部門から y部門への不変資本Cの流れを表わすも

のと考えるなら，この記号は二面の意味をもつことになる。すなわち，その一

つは>部門の1部門に対する資本財の売上高Cを示し，いま一つは J部門

の z部門からの購入高Cをあらわす。そこで，二部門分割のマルク λの単純再

生産表式は， (マノレタスの表式における行の構成要素をば列のそれとしで転置するじと

によって)第8表のような部門連関モデルに移しかえることができる。

第8表において，第l行の諸要素

の集計 (X，)は，第1列の集計 (X，)

に等しし、から， ιu十c12=cn+Vl+ml

C12=町+ml・これは単純再生産

の基本的条件をあらわず等式，(v+ 

刑)1~c][ と同じものである。また，

りならびに l叫 jの，そ抗ぞれの行ベ

クトノレの要素の総計三日(町+刑1)は，

(第8表)

一一LU
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Eヨx
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国民所得(九)に等Gc、から，Y，~~(町+町)~υ+m であ志。 とれは，単純再生産

では，付加価値すなわち国民所得が，素材形態としては，消費財だけから成りたヲて

いるこ正壱示してしゅ。また，単純再生産の基本的条件Il:，第2行と第2列の集計が

互いに等しい主置くことによっても導出されるであろう。すなわち.Y2=C12+均十冊2・

ところで.Y2=Vl+隅1+V2+明 2であるから，円+刑l=Clllつまり，(v+柳川-，][である。

さて，拡大再生産表式は，(v+隅 )I-C]:の残高 Y" すなわち「蓄積ファ γ

ド」をば， 第 8表における部門Iにかんする行(第1行)の3列自の要素とし

て，書きいれることによって，第9表のような部門連関モデノレに構成しなおす

ことができる。

単純再生産のばあいと同じように，第1行の諸要素の集計 (X，)と第z列の集計

(X，)とが等しし、から. cl1+cu十九=011+円十叫1 ，"， (Vl+ml) -012.= Y1 これは拡大

再生産の基本的条件に日かならなし、。 また Y，+九=11+聞この等弐は三とおりの意

味壱もつ。その一つは Y=Yl+ちであり，国民所得は拡大再生産においては，素材

構成の視点から，資本財純産出高と消費財産出高とからなるということ，であれい

ま一つは.国民所得は価値構成の視点から，各部門によって支払われた uと刑の集計

値，すなわち付方日価値に等しいこと，すなわち.y=V+酬ということ，である。単純再

生産のばあいと同じように，拡大再生産のばあいにも，その基本的条件は，第2行と第

2列とのそれぞれの集計 (X，)が等しいとおくことによっても求められる。すなわち，

Y2;=CU+均十帥zところが.Y~=，(句+醐，+町+隅2) - Ylであるから. (円十四1)-012 

=Y1 となる。 この式は，すでに述

ベた拡大再生産の基本的条件をあら

わすものにほかならない。

拡大再生産の三部門連関モデ J~

ネムチノフは， ストゥノレミリ γの

ソピエトの「社会的生産物の再生

産表式」町で採用されていた部門分

(第9表)

¥¥，Jrl][ly， IX， 
C11 I C12 I Yl I X1 
][ 1-1 -I九 Ix， 
mj m} 刑 I~隅j 一

ぉ Ix， I x， I -I ~X 
1，) O. CTpYM国田."B阻 a田 HapOAHOro XOBHiIC四 aKaK OpYAO6口o甲a四回国曲目rolba皿ー
pOB岨田"， Bonpocl:iI ::h岡田K由民.HOHOPI> (11) 1954， CTt. 37，邦訳』社会主義的計画化の用具
としての国民経済バランス，木原正雄編「再生産と国民経済パランス論」昭和31年.91ベージ。
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(第10表)

¥¥J 10 E Y， X， 

L Cω '"' Cω Y。 X。

1， 
''" 'u c" Y， ， X， 

E C9.f c" c" Y， X， 

Vj Vo V， v， 記りJ

多nJ mo  明 1 m ， ::>emj 
Xj Xo X， X， ::>eX 

の土うな部門連関モデノレが構成されるであろうのネムチノフの「拡大再生産の

基本表式」とは，とれにほかならない。

第 10表をみると，いままでの表式 (8-9表)にくらべて，消費財部門Eの行

ベクトノレ， ι叫 C21，C22，が具様に映ずるかもしれない。 けれども，それらの要

素はネムチノフによれば. r原価に記入される消費対象(たとえば，作業服，健
康に有害な生産についての無料給食，消費対象の貯蔵時における損失・廃品)のみが含

まれるJ(ネムチノフ，論文.89ベ ジ)と説き，消費財でも，物的費用の構成要

素となるばあいには，行列 [C，，]の要素になることを明らかにしている。この

ような考慮は，現実に対する近似の極度によって，その妥当性が判断さるべき

であり，それによって拡大再生産のモデルの基本的な性質が変改されたとはし、

えないであろう。

経済表モデルの意味するもの これまでの説明から推定されるように，その

基本的性質という点で，たしかに，経済表ニモデルは一面において拡大再生産モ

デルと共通の素地をもっ。とすれば，始原的にはケネーがその経済表によって

把握し，われわれのそデノレりなかに導入された，国民所得の素材構成と価値構

成とを特徴づける構造的なパラメーター (λ および θ)は，拡大再生産のそデノレ

のなかにも，矛盾をひきおとすことなく，ふくみいれる余地がありそうに思わ

れる。そして，このようなパラメ ターは，公共当局が蓄積フアジドの処分と

その(部門間)配分にかんする(ゲニモエーを握っているよ 1な経済の社会的構成
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においては，経済計画における資源の最適編成の問題にとって基本的な重要性

をもっといえるであろう刷。(1965，弘 5)

〔付記] この論稿の印刷の過程~，カントロゲイツチなどとともに 1965年度レ

ーニン科学賞を贈られたネムチノフが昨年永眠したことを同僚から伝え青いた。わた

くしは，この開拓者的な経済学者にはるかに哀悼の意壱表わしたし、。

16) 浅された問題は三つある。 つはj わたくしのかつての論文で明示されたけれども 1 ネムチノ
プが展開しなかったものであり いま一つは1 ネムチノフが分析したけれども!わたくしの論文
では展開されなかったものである。一方は， r桂情表」のラインにそった酎字分析の構成にかか
わり j 他方は，価格決定の問題にかかわる。いつか機主を得てこれらの論点について!まとめて
みたい。




